
アルニカ抽出物による情報伝達物質の産生抑制 179

〈一般論文〉

アルニカ抽出物による情報伝達物質の産生抑制
西 川 恵 美*, 1，相 生 章 博1, 2

Suppressive Effect of Arnica montana Extract on Mediators

Megumi NISHIKAWA*, 1, Akihiro AIOI1, 2

（Accepted: June 11, 2012）

Abstract
Interleukin （IL）-6 is a well-known participant in cutaneous local reactions such as inflammation, pigmentation and car-

cinogenesis. Interestingly, previous studies demonstrated that IL-6 is involved in the central nervous system as well as local 
reactions. To discover compounds which down-regulate IL-6 production, we have examined the suppressive effect of Arnica 
montana extract （AM） on IL-6 production from RAW264.7 macrophage-like cells stimulated with lipopolysaccharide 
（LPS）. Consequently, the extract from AM native to Europe significantly suppressed IL-6 expression in both protein and 
mRNA levels, with dose-relation manner. Furthermore, the suppressive effect of AM on prostaglandin （PG） E2 production 
was detected by using ELISA, but mRNA expression of COX II, a key enzyme in PG synthesis was not down-regulated. On 
the other hand, AM reduced nitric oxide （NO） production, concomitant with suppressing mRNA expressions of iNOS, a 
type of NO synthase. Conversely, AM did not increase the release of lactate dehydrogenase （LDH） as a cytotoxicity index, 
within the concentration used in the experiment. Taken together, these results suggest that AM is useful as a cosmetic ingre-
dient for UV protection because AM suppressed the mediators to be produced and released from keratinocytes by UV irradia-
tion.
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1.　緒　　　言

外部環境と生体との境界に位置する皮膚，特に表皮は
物理的バリアとしての役割を果たすばかりでなく，生化
学的にも外界からの刺激に対する生体防御の中心的役割
を担っている。表皮層を構成する表皮細胞は紫外線や化
学物質などの刺激によって皮膚における免疫，炎症反応
をはじめとする生体反応の端緒となるサイトカイン，プ
ロスタグランジン （PG） を代表とする脂質メディエー
ターなどさまざまな情報伝達物質を産生，遊離する。
IL-6は 1980年代に炎症やリューマチに関与するサイト
カインとして同定された1）。その後の研究で，IL-6の精
神的ストレスによる抑鬱感2）や形状認識障害などの中枢
性の作用3），疲労感や運動能力に関する作用4）, 5）も報告
されている。皮膚においては，IL-6ノックアウト （KO）
マウスにおける皮膚バリア機能回復の遅延，IL-6投与に
よる皮膚バリア機能回復の促進6），IL-6 KOマウスにお
ける上皮細胞がんの増殖抑制7）などが報告されている。

紫外線が色素沈着，炎症，光老化，皮膚がんなどさま
ざまな皮膚疾患に関与することは周知の事実である。紫
外線照射によって表皮細胞から遊離される IL-6は，皮
膚局所だけでなく，その血中濃度も上昇させる8）。その
血中濃度は上述の IL-6の全身性作用を惹起するのに十
分な濃度である。一方，PGや NOは皮膚局所における
細胞間情報伝達において重要な役割を担っていることも
広く知られている。一般に紫外線を防御する方法の一つ
として，紫外線吸収剤や紫外線散乱剤を含有するサンス
クリーンの使用が有効である。しかし，紫外線吸収剤や
紫外線散乱剤がその効果を発揮するためには皮膚表面に
存在する必要があるが，実際の使用局面では，汗や水に
よってそれらが流れ落ちること，また使用方法を考えた
場合，紫外線吸収剤や紫外線散乱剤の効果を補い，表皮
細胞に作用して紫外線の刺激を緩和する物質をサンスク
リーンに配合することが望ましいと考えられる。
以上のことから，われわれは皮膚における IL-6の重要

性に着目し，化粧品原料として認められている植物エキ
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